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Abstract

Thedredging work from dredger boat formerly resorted tothe steam power and

theねachine required seven or
eight different

handles for each type of dredging

job.This has meantverylow operationale伍ciency.To remedy such situationthe

Port and Harbour Bureau ofthe Transportation Ministry started theuse Of Ward

Leonard system-COntrO11ed motor driving system for their dredger boats.In this

SyStem,血ehandleis simplifiedto one,Whilethe operationsthathadbeenconsidered

Verydifncultwith01dsteamsystem,Sueh as repeated gripping,free dropping,dis-

engaglng Of grab caughtinmuds,etC.,beぐame quite simple and easy.To make

an excellent example ofit,thefirstdredger boat withthe same system equipped

by Hitachi,Ltd･is performlng a Splendid jobinthe coastaldredgingworkalong
KawasakiBeach.

〔Ⅰ〕緒 冨

濠漂船は港湾河川の俊深砕岩工事に使用するもので､

第l図にその全貌を元す｡明治20年英国よりプリスト

マソ式を購入大阪に於て使用したのが始めてであって､

現在迄約600隻を有しているが､何れもスチーム動力を

使用し､7,8本よりなる把手操作により低能率､低効

の汲深作 を続けている｡プ沿自体の 行動力を有するも

のは少なく､他静より曳行されるのが普通である｡今回

運輸省港湾局に於て､これら低能率紛の代替を企図せら

れ､その計画の第一着手として､4m3グラブ式電動操作

式が発注された｡これが製作ほ船体機械部分が油谷重工

業､レオナード式 機の駆動用ヂrゼルエソヂン

部分は石川島重工業､電気品一切を日立製作所が担当し､

関係者一同の努力により昭和27年5月竣工し無事試運

転を完了しその後横浜川崎方面の港湾没深作

である｡

に活躍中

*
日立饗作所本社

**
日立製作所日立工場

第1図 按 深 船 Fig.1.medger

本船電気設備についての主な特長ほ次の通りである｡

(1)従来の汽動式を止めヂーゼル式とし運転効率をよ

くした｡

(2)バケツの巻上開閉をレオナード方式とし､従来の

汽動式に於ける 7,8太把手を僅か1本把手とし

運転操作を便ならしめた｡
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(311本把手にしたにも拘わらず､従

日 立 評 論

の汽動式等で

なし得なかった特殊操作即ち反寵掴み､喰込み外

し､宙掴み等を可能にした.｡

(4)クラッチ､ブレーキを圧気操作式とし

る簡単確実な方式とした.二.

〔ⅠⅠ〕仕 様

磁弁によ

本船の主要寸法及び機竃削ま下記の通りである｡

l･船 体

長 さ‥.
.22m

10m

さ‥.
‥2.2m

水‥･ 約1.4Ⅰ℃(平均)

2･主 原 動 機

A 主 機 関‥

礫関空

′
-
.
1
-

400BHPデーゼル機関

車ワ単動 600r.p.m.

磯城空

イ｢十1一;
▲⊥L▲一_⊥

B 発

第35巻 第3号

機

1901くW直流発電機.

401くW直流発

30kW直流発

3･補助原動機

+440V

巻上開閉及び僻仰用

機‥‥‥±220V旋回用

機･･‥220V補助 源用

補助機関……‥25BHP単動ヂーゼル機関

発 電 機……15kW直流発電機兼電動機

220V補助 源及び圧縮楼用

圧 縮 機…
‥･‥竪型2段圧縮式

24m3/hr プレ←キクラッチ周

4･潅 漂 機 械

グラブ容量‥･･‥･･4m3 約5.Ot(ライト型)

3m3 約6･5t(ヘビイ型)

ジ←ブ旋回半径川■9･5m(最大)6m(最小)

授漢深度……………･最大水面下16m

全 揚 程..

巻上荷重‥.

巻上速度‥.

旋回速度...

回数‥.

巻上
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第2図 按 操 船 嬢 装 図

Fig.2.The Equipment for Dredger

‥.22mm

.‥14t

501n/min

2.5r.p.m.

‥60回/hr
動機=‥1601くW直流電動機

旋回電動機･･‥30kW直流電動機

制御方式t‥･‥巻上旋回共ワー

ドレオナード式

5･そ の 他 補 機

3kW冷却7kポンプ

3kW雑用水ポンプ

5kW揚錨磯(2台)

燃料油周手動ポンプ

電 灯

`･発電機盤及びレオナード制御盤

〔ⅠⅠⅠ〕各機 の 説 明

(り 船 体

第2図は没藻船の儀装図を示す｡第3図は

運転室を示す｡室中央の主幹制御器はレオー

ナ←ド操作用で､巻上開閉用のユニバーサル

型である｡第4図はこのユニバーサル主幹制

御器の内部を元す｡

(2)直 流 機

巻上開閉用160kW直流 動機ほ､最大回

転力200%以上に設計製作され､機械的並び

に電気的に十分頑丈で､一般船舶用に準じて

製作されており､防滴防湿にほ特に考慮が払

われている｡これが電源である190kW直流
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罪3図

Fig.3.

発電機は､自励分

運 転 室

Driver's Room

第4図

ユニバ←サル主幹制御器

Fig.4.

UniversalMaster Contro11er

界磁線輪､他励分巻界磁線輪及び差動

直巻界磁線輪を持つ所 3界磁巻線発 機で､涯漂船の

負荷の性質上から垂下特性を持たしている｡その他の直

流発電機及び 動機ほ何れも頑丈に製作され､特に5kW

揚錨機用電動機は甲板補機なる為､水密構造としている｡

第5図は船内賎装後の160kW直流電動機､第占図はヂ

rゼルエンデソ直結の190kW 直流発電機及び第7図

(攻頁参照)は甲板上の51くW揚錨機用電動機を京す｡

(3)制 御 器

制御器は発電機盤､レオナード制御盤､主幹制御器､

磁弁､制限開閉器､計器盤､各補機雷動機用起動器及

第5図

Fig.5.

160kW

1601くⅥr

直 流 電 動 機

D.C.Motor

第6図

Fig.6.

190kW 直 流 発 竃

190kW D.C.Generator

び揚錨機用制御諾芋類よりなる｡

第8図(攻頁参照)ほ発電機盤､第9図(攻頁参照)は

レオナ←ド制御盤を示す｡共にフレームマウント丑接触

器を使用し､船用に準じて耐震型に 作した｡

〔ⅠⅤ〕操 作 説 明

(り 機械部分操作説明

第10図(攻頁参照)は機械部分の説明図を示す｡図に

示す如くグラブバケツは巻上ドラムiこ巻かれたt,′-プに

より､巻上開閉動作を行う｡両ドラムほそれぞれフリク

ショソクラッチ及びパソドブレーキを有し､このクラブ
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第7図 5kW場錯横用電動機

Fig.7.D.C.Motor for5kW Winch

第8図 発 電 横 盤

Fig.8.The Cubicle for190kW D.C.Generator

チ及びブレーキは､電磁弁による圧気操作を行う｡叉両

ドラムは歯薄を介し､16〔1く`W直流 動機により回転せ

しめらる｡Jグラブバケツの巻上開閉ほ1601(W直流

機と､クラッチ及びブレーキの連動操作により､所要ドラ

ムを回転させて行うことが出来る｡この電動磯の速度制

御並びにクラッチ及びブレーキの関連動作は､運転室の

巻上開閉用ユニバーサル主幹制御器の1本把手により自

由に行う｡濠漠操作としてほ今バケツを開いたまゝ7k底

停止の状態から土砂を掴み､掴んだ土砂を空中まで巻上

げ､機械室全体を旋回せしめて､土砂運搬船上にバケツ

第35巻 第3号

第9図 レ オ ナ ー ド 制 御 盤

Fig.9.The Cubicle for Leonard ControI

System

チエ-異墨ローラー

第ユ0図 機 械 部 分 説 明 図

Fig.10.Mechanism for Dredger

を運び､次にバケツを巻下し乍ら開き､土砂を 搬船上に

放出し､再びバケツを冒削′､たまゝ巻上げ､旋回し所望の

位置に開いたまゝ下降させ水底･寸1にバケツを突込む動作

が1`もである｡土砂が固い時ほ単に巻下しただけでは突

込めないので､巻下しの途中から自由落下を行うか又は

反覆掴みを行い掴み量を増加させる｡又棒杭岩石等を噛

んだ時は､喰込み外しを行わしめる｡これらの動作を行

うときの巻上ドラム､保持ドラムのクラッチ､プレ←キ

の関係､ 動機の運転停止及びユニバーサル主幹制御器

の把手位置の関係を示せば､第1表の如くなる｡第11図
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第1表 動 作 関 係 表 Tablel.Each Operating Relation

註:○即はブレーキ弛み クラッチかゝる状態を示す｡

下
げ
万

向

方向

ご J

閉

開き)
開き下げ
･閉じ相

P･

J 4

措き刃f･閉じ)
と入し) 閉じ上げ

l吉

I:方向

第11図

Fig.11.

幹 制 御 器 把 手 位 置

The Position of Master Controller

Handle

ほこの主幹制御器の把手位置と巻上開閉の関係を示す｡

機械室自体の旋回は30kW直流電動機を旋回用主幹制

御器により運転室に於て行う 咄カとこ

J/ガ

屯劇〝 腐獅電動

ケ′7
虎粁J

戊紺

彪ゲ｣/

文字 許 且月

4〟
_
主幹接触暴

∫〟斤

β此

正転用接触患
壁転顧 ′′

/7 ~屏■■▲･…

∴ 曳瑠

一一〝

よ紳 果 機弱あ グ

∵

7よケ

主回路_∴･･γ

鴇幅涌㌻｢′
冴〟 過電池継電塞
朗〃イ '~速度調整用接触畳
C∠斤 電混利巧艮毒琶抗蓋
〟β〝 電磁利払娩■

第12囲 碁上開 閉用主回路結線図

Fig.12.Connection Diagram for Hoisting

and Closing
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∵

よ

且げ

ガ

l柳 劇
】

ト

.玖rイ
◆づ
〃-2

弥/

文字~ 説 明▲

,〟
主幹一接触蓋

JJげ 正転用棲偲眉

ガ∠ 逆転用 〃

Jガ 界磁弱め〃

■▲花! 王回∈路'.〃..
スガ 制動開 ヶ

彷F

弥ナイ

過電流姓電器

速度調整用接触塞
α〝 電流制服娼抗蕃

ノ妨鮎_電砧制動機

第13図

Fig.13.

旋回用主回路結線図

Connection Diagram for Slewing

下記Ii/動珊』鮎川於ける特性を示す

第14図

Fig.14.

巻上開閉用発電機特性曲線

Characteristic Curve of Hoisting and

Closing D.C.Generator

(2)電気部分操作説明

第12図は巻上開閉用ワードレオナード方式主回路接続

図､第】3図は旋回局ワード}オナード方式主回路接続図

を示す｡ 上開閉用1901くW直流発電機ほ前 の如く3

界磁巻線型で垂下特性を持たしている｡垂下特性である

と､巻上の場合7k中の棒杭又は岩石等をバケツで摘んだ

場合､巻上げが出来ない｡即ち電動櫻に逆起電力を発生

しない場合然も主幹制御器のノッチを進め発電機電圧を

上昇しても､発 機並びに 動機が過負荷になる事がな

第35巻 第3号

文字 詮 明

〝〝 原蕗ドラム用フレーキ
〝〟 開聞ドラム用ブレーキ

■

〟〟 保持ドラム用クラッチ

〟■〟 開閉ドラム田クラブチ

βふ 噴込外し用釦スイッチ

圏 反覆掴み用釦スイッチ

第き15図 クラ ッ･ヲ及びブレーキ操作説明図
Fig.15.Sequence Diagram for Clutch and Brake

第16国 主 葬 制 御 器 展 開 図

Fig.16.The Development of Master Controller

い｡又負荷の軽重により自動的に巻上速度が制御され

る｡又主幹制御器のノッチを急に進めても突流が流れな

いからr,･-プ又はドラム等の機械部分に衝撃を与えるこ

となく円滑なる運転をすることが出来る｡巻下げの場合

ほ､重負荷で巻下せば 動機が発電機に発電機が 動機

となる事があるので､垂下特性にすれば過速となって危

険であるため､界磁中差動直巻線輪のみ接触器により短

絡し､負荷の如何に拘わらず安定した速度特性を持たせ

るようにした｡この巻上巻下しに於ける発電機の各ノヅ

チに於ける発電機 電流特性曲線を第14図に示

す｡実線は垂下特性を持った巻上げのノッチ曲線を､点

線は巻下Lのノッチ曲線を京す｡旋回用は負荷の性質上

垂下特性を用いず一般のレオナード特性とした｡

巻上ドラム､保持ドラムのクラッチ､ブレーキの関係､
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主幹制御器把手位置及び電動機回転方向の関係 旭川封

第1衷に元す｡例えばグラブバケツを閉じたまゝ上げ即

ち掴み上げの動作を説明すれば､主幹制御器を第】1図の

第4象限に進めると､第12図巻上開閉用主回路結線図に

示すように､1901くW発電機界磁回路の接触器は投入さ

れ､発電機電圧ほ､主幹制御器を進めたノッチ分だけ正方

向(巻上方向)に電圧を発生し電動機ほ回転する｡巻上ド

ラムほブレーキは弛み､クラッチは入るから 動機と連

動され回転するゝつ保持ドラムはクラッチ､ブレーキ共外

れドラムほ自由となる｡従って 上ドラムの回転により

巻上ロープほ巻かれ､バケツは閉じる｡バケツ閉じ終り

主幹制御器を第4象限に置き放しにしておけば､フリク

ショソクラッチにより保持ドラムも回転せられ､保持ロ

ープほ弛むことなく閉じ､巻上げをなすことが出来る｡
特殊操作としては自由落下､喰込み外し､反殻掴み等があ

る｡自由落下は7k底が固く電動巻下しを行っただけでは

掴み量が少ない場合に行うもので､ 下しの適当位置よ

り､巻上ドラム､保持ドラム共クラッチを外しブレーキ

を弛めグラブバケツの自重により落下せしめるものであ

る｡この場合の操作ほ主幹制御器の位置如何に拘わらず

足踏開閉器を踏むことにより行われる｡但しバケツが水

底に達するもドラム･ま慣性により廻り､ロrプが弛み

ぎるので7k底到着後制限開閉崇割こよりドラムにブレーキ

をかけている(特許出願中)｡喰込み外しは71く底で棒杭岩

石等噛んだ時その量大なれば巻上げ不能となる場合に行

539

う｡この場合にはバケツ閑の方向即ち主幹制御器を第2

象限に入れても水底なるためバケツは閑の動作をやらな

い｡従ってこれを外すためにほ､第15図の説明図に示す

開閉器BSlを押し第l`図に示す主幹制御器を開の側に

おけば､両ドラムのブレーキほ弛み､保持ドラムのクラ

ッチのみかゝるため､バケツは弛み､障害物を回避しつ

ゝ外すことが出来る(特許出願中)｡

次に反覆掴みほ土砂量を増すために行うもので､主幹

制御器を閉の位置に入れておき､電動機は巻上方向に回

転してバケットを閉じ乍ら第15図開閉器BS2を押せば､

15M の回路即ち巻上ドラムのクラッチほ外れるため､

バケツは僅か落下し､このときの反動で多少開く｡次に

開閉器BS2を離せi･ま､巻上ドラムのクラッチは再び入

り､掴み(閉じ)の動作を初める｡この動作を繰返すこ

とにより､バケツを土中に沈下せしめ十分に土砂を掴み

取ることが出 る(特許出願中)｡斯の如く従来の汽動

操作でほなし得なかった新しい動作を簡単に行うことが

出来る｡

〔Ⅴ〕積

木機ほ俊深紛にワードレオナード

勘繰作として我国最初のもので､

盲

気方式を用いた電

渡の後今 船の試金石

である｡最後に本船完成のため種々御指導を頂いた運輸

省岡花機械課長､ 角技官､三宅技官並びに油谷重工吉

野郡長､枚喝主任に厚く 謝を捧ぐる次第である｡
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最近登録された日立製作所の特許及び実用新案 (其の2)

H乳




